
生活スキルを身につける場　　　ア　メ　リ　カ

自立生活＝地域での生活

障害者自立支援施設

（Life Style）
Timm

主な支援

アーカンソー州立大学障害学生支援センター

・障害による不利益被ることがな

　いように。

⇒新たな挑戦を生み出す。

　他の学生にとっても良い。

・スタッフは，２０人程度

・１学年200/4000が障害学生

 

・ノートテイク　・テキスト等の文字を拡大

・テキスト等を点字に変換

・試験時間の延長　・パソコンで答案を作成

・問題を読んでもらう　・電卓の使用

・代筆
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太平洋戦争で敗北を認めるサイン

アメリカ独立宣言

性教育(子育て)の実践
１０代の妊娠の増加

・２０人前後の少人数学習指導

・各教師の教室（生徒が授業ごとに移動）

三戸:障害のある先生について，どう思いますか。

先生：いいんじゃない

教師生活に活かしたいこと

人の意識

私が働きやすい職場環境は，誰にとっても働きやすい

生徒にとって，生活しやすい学校

研修を通して

国際理解教育，福祉教育，障害理解教育

It’s cool.



研修成果の普及

各教科等を通じて国際理解教育の推
進に努めるとともに、県教育委員会
主催の事業及び学校・地域において
研修の成果を報告し、積極的な普及
を図る。所属長は、研修生の研修成
果を生かし、国際理解教育の推進を
図ったり、学校経営や教育行政の活
性化に役立てたりする場や機会を設
けるよう努めるものとする。

①　２００４年１０月４日

職員会議後　１０分間　海外研修報告会

②　２００４年１２月９日

３年総合的な学習の時間(若鷲学習)

「福祉体験活動」の１コース

６５人の生徒が選択

「ふるさと夢づくり」
共通テーマ

新屋・浜田地区をもっとよくするためには…
主な学習課題

・日米のバリアフリーの違いを知る

・三戸先生の生き方を知る

・障害者理解

・自分の生き方に生かす

講話の様子

講話のねらい

・さまざまな生き方を知り、自らの生き方を見つめ

　て、より良い生き方をつくる

・障害者理解に努める

・日米の福祉の違いを知ることにより、国際理解
を図る

・共に生きる心を育てる

・地域を愛する心を育てる

・夢や目標を持つ素晴らしさ

生徒の感想から

• …一人一人から差別の心をなくすことが大切なのだと思った。
• 思いやりを特別に思うのでなく、当たり前に思えるように、身近
な場所(例えばクラスなど)をよくしていきたいです。

• 一人一人の障害者に対する意識を高めたり、相手の存在をしっ
かりと受け止めるということは、自分にとっても障害者にとって
もすごく大切だと実感しました。

• …一番印象に残ったことは、「今度生まれるときも、今と同じ自
分で生まれたい」という言葉。私も自分のことを好きになって、
相手の存在を受け止めて、自分のことも相手のことも考えるこ
とができる人になりたい

• 「Ｍａｙ　Ｉ　ｈｅｌｐ　ｙｏｕ？」という言葉がどこの国でも、誰でも言え
るような、そんな世界になっていくといいなと思いました。



バリアフリーに関するアンケート調査

• 「バリアフリー｣のという言葉の認知度
• 「バリアフリー｣のイメージ
• 「福祉講話」を聞いての変容
• 障害者の講話を聞くことについて
• バリアフリー社会形成観
• あなたができること

参考資料

アンケート調査結果から

• 「バリアフリー」の認知度が広がっている
• 日頃の授業や昨年の総合学習のＧＴ集会
で、「バリアフリー」という言葉を知った

• 「三戸先生の講話」に、ほとんどの生徒が
「バリアフリー」の考えの変更を迫られた

• 「障害者講話」について、好意的
• 自分自身や周囲のことを考え、自分なりの
考えを持つ

私の提言

• 障害者の講話は、各学校で取り入れる
　　⇒自己を見つめる…教育課程への位置づけ
• 「違い」から学ぶ　⇒　インクルーシヴな教育
• 教師自身が障害者と共に生きていく心があるのか…
• 学校施設のバリアフリー化
　　⇒文部科学省「学校施設バリアフリー化推進指針」

・研修の成果を活かしていくには

障害者が働きやすい職場環境は，誰にとっても働きやす
い職場環境生徒にとって過ごしやすい学校

一人の教師として
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